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◼ 背景

• 製造DXとローコードの位置づけ

• ローコードツールの選定（Mendix）

• Mendixとは

◼ ローコードツールの習得

◼ ローコード開発

◼ まとめ
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製造DX
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製造DXとデータ活用プラットフォーム

◼ 従来の製造領域

• システム連携が確立されていないことによる手作業の連携

• システムの乱立による情報のサイロ化

• 新たなソリューション展開ができないことによる革新の阻害

他システム アドオン
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製造DXとデータ活用プラットフォーム

◼ 製造DXのイメージ
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◼ 製造DXの進め方

• 業界標準（=Best Practice）のツールの導入に伴い、現行のアドオンを削減

• 残ったアドオンを内製化で外だし
→ローコードツールの活用

製造DXとデータ活用プラットフォーム

利用率の低い機能を廃止

新規ツールで実現可能な機能は置き換え

ローコードツールで残ったアドオンを
内製化

アドオンの山
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製造DXとデータ活用プラットフォーム

◼ 製造領域におけるローコードの位置づけ

• 現状業務を”プロコード”の基幹システムに合わせて改革
→ Fit to Standard

• アドオン機能、基幹システムに搭載されない機能をローコードで開発
→ 内製化

プロコードローコード
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Mendixの選定

Gartner 2021
Magic Quadrant for MultiexperienceDevelopment Platforms

The Forrester Wave : 
Low-Code Development Platforms for Professional Developers, 
Q2 2021

◼ Gartner, Forrester Wave等、複数のアナリストレポートにおいて
ローコードプラットフォームカテゴリのLeaderに認定されており、
Teamcenterとの親和性が高いMendixを選定
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Mendixとは
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Mendix基本構成

Page（開発画面）

Web実行画面

Microflow（ビジネスロジック）

Domain Model（データ構造）

実行

呼び出し/データ参照/保存

呼び出し

データ参照/保存
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Mendix開発方法

Mendix Studio pro
（開発ツール）

作成したPage,
Microflow, 
DomainModelのリスト

Pageの要素, 開発モジュール

ドラッグ＆ドロップで配置
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ローコードの習得
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ローコードツールの習得

動画コンテンツ 資格取得 アプリ自作

◼ 動画コンテンツを利用した、基本操作の習得

◼ ローコードツールの概要理解
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ローコードツールの習得

動画コンテンツ 資格取得 アプリ自作

◼ Mendix基本操作を習得後、Mendix Academy（Mendixオンライン学習プ
ラットフォーム）にて資格を取得
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ローコードツールの習得

動画コンテンツ 資格取得 アプリ自作

Power BI

◼ 個人でMendixの機能を学ぶため作成（1か月弱）

◼ 以前からExcelでつけていたプロ野球観戦記録をWebアプリ化

◼ 記録のリスト以外にもグラフ化やファイル管理などできるよう機能拡張

◼ Odataを介してPowerBIでデータを可視化
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ローコード開発
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ローコード開発の流れ

要件定義 開発 テスト

◼ 事業部ユーザの要望ヒアリング

➢ ユーザからの個別要望をヒアリング

➢ 個別要望を網羅するようにアプリ機能を細分化

➢ 各機能に必要となるページ・表示項目等の概要を作成

部品検索
帳票出力

メール通知

法規判定

個別要望

システム概要・画面設計
ユーザ
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ローコード開発の流れ

要件定義 開発 テスト

◼ ローコードシステムでの仕様決定

➢ 具体的なビジネスロジック・データモデルを決定

➢ ユーザへアウトプット

ユーザ

システム概要 ビジネスロジック

画面遷移 データモデル
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ローコード開発の流れ

要件定義 開発 テスト

◼ 個別要望理解のための前提知識の習得

➢ 業務内容理解

➢ 現行システムマニュアル精査

◼ ユーザとのコミュニケーション

➢ 背景の理解（なぜその機能が必要なのか・どんな情報が欲しいのか）

➢ ユーザにも分かりやすい仕様のアウトプット

苦労した点
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ローコード開発の流れ

要件定義 開発 テスト

◼ 開発ガバナンスの構築

➢ ローコードシステムの開発は内製で実現、一方でPLMシステムとの連携部分は外部ベンダ
に開発を依頼
→ 開発体制の整理が必要

➢ 機能の開発ボリューム・開発者の習熟度を鑑みて、各機能の開発担当を決定

データ連携

⚫機能A

⚫機能B

外部ベンダ
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ローコード開発の流れ

要件定義 開発 テスト

◼ ローコード開発ツールを用いたシステム構築

◼ GUIベースでページ設計・ロジック開発

開発画面 アプリ画面

構築したUIを実際の画面で
確認しながら効率的に作業可能

ページの
リスト 開発画面

ページの構成要素→
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ローコード開発の流れ

要件定義 開発 テスト

◼ 開発実績

環境負荷物質管理

開発機能数

8機能

アプリページ数

38ページ

機能概要

製品の環境への影響を最小限に抑えるために、特定の有害物質
や環境負荷物質を管理・監視するための機能

主な機能

・CAS（化学物質識別番号）検索
・副本（不使用保証書・分析データ）検索
・複数製品の禁止物質含有状況確認

実装期間

3か月

商品企画

開発機能数

13機能

アプリページ数

27ページ

機能概要

お客様に提供した製品のコンフィグ情報を一元管理
何を・いつ・どんなスペックで提供したかの情報を管理

主な機能

・新規機種登録
・機種スペック登録/編集/比較
・機種スペック属性管理

実装期間

2か月
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ローコード開発の流れ

要件定義 開発 テスト

◼ ドキュメントの充実度

➢ ドキュメントの充実度が低く、問題解
決に時間がかかることがあった

◼ ツールの制約事項

➢ あらかじめ用意されたコンポーネント
や機能を使用するため、特定の要件に
対して柔軟にカスタマイズすることが
難しい場合があった

➢ 特に複雑なビジネスロジックや独自の
機能が必要な場合、制約を感じた

苦労した点

◼ 開発プロセスの迅速化

➢ 視覚的なIFにより、ドラッグ＆ドロッ
プで要素を配置できる

◼ アイデアを素早く形にできる

➢ プロトタイプを作成し、フィードバッ
クを得るサイクルが短くなり、ニーズ
に合った製品を迅速に開発できる

◼ 既存システムとのコネクタが充実

➢ 外部システム連携がスムーズに開発で
きた

ローコード開発で感じたメリット
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ローコード開発の流れ

要件定義 開発 テスト

◼ 開発したアプリケーションを、サーバにデプロイ

◼ ユーザを巻き込み、Webベースで動作検証

◼ Redmineに不具合情報・機能要望チケットを集約・管理

開発者

開発サーバ
機能デプロイ

Webアプリ稼働

ユーザ

アクセス

Redmineによる課題管理
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ローコード開発の流れ

要件定義 開発 テスト

◼ チケットとしてあがってきた、不具合・個別要望の改修→テストのサイクルを
回すことで、よりよいシステムを提供

機能改修

アプリ動作検証 不具合・要望の起票

開発者

ユーザ ユーザ
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ローコード開発の流れ

要件定義 開発 テスト

◼ 直感的なユーザインタフェース

➢ 開発が迅速に行える一方で、ユーザーがどのようにシステムを操作するかを理解
し、改善するのが難しいと感じた

◼ パフォーマンス課題

➢ 現行のアドオンシステムと比較して、複雑なビジネスロジックや大量のデータ処理
を行う際にパフォーマンスが低下し、ユーザの不満につながった

◼ インフラ環境整備

➢ 開発環境・テスト環境の構築、およびPLMシステムとのコネクタ連携の実現など、
テスト行うにあたり、インフラ面での課題が多発した

苦労した点
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まとめ

ローコード開発によるメリット

開発を進める中で苦労したこと

開発プロセス
の迅速化

アイデアを
素早く形に

既存システムの
コネクタが充実

業務内容
機能要望理解

ツールの
制約事項

UI

パフォーマンス
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今後に向けて

UI・パフォーマンス面などユーザビリティにも
配慮したシステムの提供

メンテナンス・サポート体制の整備

ユーザのニーズや業務変更に対応した機能改善
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